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●
往
来
活
発
な
中
越
国
境

一
九
七
九
年
二
月
に
勃
発
し
た
中
越
紛
争
以
降

停
止
し
て
い
た
中
越
間
の
経
済
交
流
は
、
一
九
九
一

年
一
一
月
に
両
国
関
係
が
正
常
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
再
び
活
発
化
し
た
。
両
国
国
境
地
域
を
訪

れ
る
と
、
農
産
物
や
海
産
物
、
小
型
家
電
製
品
や

化
学
肥
料
と
い
っ
た
商
品
を
自
転
車
や
リ
ア
カ
ー

に
満
載
し
て
往
来
す
る
国
境
貿
易
の
姿
を
目
に
す

る
。
モ
ノ
や
商
人
の
往
来
だ
け
で
な
く
、
親
族
訪

問
や
観
光
旅
行
な
ど
も
増
加
し
、
中
越
国
境
ゲ
ー

ト
は
い
つ
ど
こ
を
訪
れ
て
も
活
発
な
交
流
の
現
場

と
い
う
印
象
を
放
っ
て
い
る
。

広
州
に
駐
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
と

の
陸
上
国
境
を
訪
れ
る
機
会
が
増
え
た
。
と
り
わ

け
日
系
企
業
の
中
越
間
陸
路
物
流
ル
ー
ト
と
し
て

注
目
さ
れ
る
広
州
―
南
寧
―
友
誼
関
―
ハ
ノ
イ
の

情
報
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
実
地
調
査
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン

引
率
な
ど
、
何
度
と
な
く
国
境
地
帯
を
訪
問
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

中
越
の
陸
上
国
境
線
が
今
の
位
置
に
画
定
し
た

の
は
一
九
九
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
総
延
長

一
三
〇
六
キ
ロ
の
中
越
陸
上
国
境
線
の
両
側
は
、

中
国
側
は
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
と
雲
南
省
、
ベ

ト
ナ
ム
側
は
ラ
イ
チ
ャ
ウ
、
ラ
オ
カ
イ
、
ハ
ザ
ン
、

カ
オ
バ
ン
、
ラ
ン
ソ
ン
、
ク
ア
ン
ニ
ン
の
六
省
が

隣
接
し
て
い
る
。
中
越
国
境
の
な
か
で
も
交
易
や

ヒ
ト
の
往
来
の
多
い
ゲ
ー
ト
は
、
沿
海
部
の
「
東

興
―
モ
ン
カ
イ
（
ク
ア
ン
ニ
ン
省
）」、
山
間
部
の

「
凭
祥
（
友
誼
関
）
―
ド
ン
ダ
ン
（
ラ
ン
ソ
ン
省
）」、

内
陸
部
の
「
河
口
―
ラ
オ
カ
イ
（
ラ
オ
カ
イ
省
）」

で
あ
る
（
地
図
１
参
照
）。
こ
こ
で
は
主
に
こ
れ

ら
三
つ
の
国
境
ゲ
ー
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

●
中
越
貿
易
の
現
状　

二
〇
〇
八
年
、
ベ
ト
ナ
ム
の
貿
易
に
占
め
る
中

国
の
シ
ェ
ア
は
輸
出
の
七・
二
％
（
第
三
位
）、
輸

入
の
一
九・四
％
（
第
一
位
）
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム

に
と
っ
て
中
国
が
最
大
の
貿
易
相
手
国
と
な
っ
て

い
る
。
二
〇
〇
八
年
の
ベ
ト
ナ
ム
貿
易
額
は
一
九

九
一
年
比
で
約
三
二
倍
に
増
加
し
た
が
、
う
ち
対

中
貿
易
額
は
同
期
間
三
六
四
倍
と
い
う
驚
異
的
な

拡
大
を
み
せ
て
い
る
。
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ

て
中
国
と
の
貿
易
量
の
拡
大
は
貿
易
赤
字
の
増
大

を
引
き
起
こ
す
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇

八
年
の
ベ
ト
ナ
ム
の
貿

易
赤
字
一
八
〇
億
ド
ル

の
う
ち
、
対
中
赤
字
が

一
一
一
億
ド
ル
（
六

一
％
）
を
占
め
る
。
品

目
別
に
み
る
と
、
ベ
ト

ナ
ム
の
対
中
貿
易
は
、

輸
出
で
は
原
油
、
野
菜
、

果
物
、
水
産
物
な
ど
の
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●
国
境
ゲ
ー
ト
概
観

（
１
）　

東
興
―
モ
ン
カ
イ

広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
防
城
港
市
の
県
級
市
で

あ
る
東
興
市
は
、
中
国
沿
海
部
最
西
部
に
位
置
す

る
人
口
一
二
万
人
の
小
都
市
で
あ
る
。
東
興
は
中

越
国
境
の
な
か
で
唯
一
沿
海
部
に
位
置
す
る
国
境

の
町
で
、
南
寧
か
ら
一
七
〇
キ
ロ
、
防
城
港
か
ら

三
八
キ
ロ
に
位
置
し
、人
口
の
一
三
％
が
京
族（
ベ

ト
ナ
ム
名
：
キ
ン
族
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

北
侖
河
を
挟
ん
で
対
岸
が
ベ
ト
ナ
ム
の
ク
ア
ン
ニ

ン
省
モ
ン
カ
イ
市
で
、
両
国
国
境
ゲ
ー
ト
は
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
橋
で
結
ば
れ
て
い
る
。

東
興
と
モ
ン
カ
イ
の
辺
境
貿
易
は
水
運
を
使
っ

た
辺
境
小
額
貿
易
が
盛
ん
で
、
国
境
ゲ
ー
ト
か
ら

約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
上
流
へ
行
っ
た
「
互
市
作
業

区
」
が
船
着
き
場
で
あ
る
。
こ
こ
は
ベ
ト
ナ
ム
の

モ
ン
カ
イ
中
央
市
場
の
横
に
あ
る
カ
ロ
ン
船
着
場

と
の
間
で
交
易
を
行
っ
て
お
り
、
水
産
物
を
載
せ

た
船
が
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
中
国
へ
、
そ
し
て
縫
製
品

や
菓
子
類
、
リ
ン
ゴ
や
ミ
カ
ン
な
ど
の
果
物
類
が

中
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
と
運
ば
れ
て
い
た
。

東
興
―
モ
ン
カ
イ
ゲ
ー
ト
は
広
西
チ
ワ
ン
族
自

治
区
内
で
ヒ
ト
の
往
来
が
最
も
多
い
中
越
国
境

ゲ
ー
ト
で
、
二
〇
〇
七
年
は
同
自
治
区
全
体
の
出

入
境
者
数
の
五
七
％
に
あ
た
る
一
九
一
万
人
の
往

来
が
あ
っ
た
。
東
興
―
モ
ン
カ
イ
地
域
は
中
越
国

境
の
な
か
で
も
商
品
貿
易
だ
け
で
な
く
、
ハ
ロ
ン

湾
と
桂
林
を
結
ぶ
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
お
り
、
観
光
旅
客
の
往
来
も
ほ
か
の
ゲ
ー
ト

よ
り
多
い
よ
う
だ
。

辺
境
貿
易
の
担
い
手
と
な
る
の
は
中
越
双
方
の

国
境
地
域
の
住
民
で
あ
る
。
こ
う
し
た
住
民
に
対

し
て
両
国
は
簡
便
な
手
続
き
で
相
互
通
行
が
可
能

と
な
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
広
西
チ
ワ
ン
族
自

治
区
を
例
に
す
る
と
、
中
国
が
発
行
す
る
「
中
越

辺
境
地
区
出
入
通
行
証
」
を
所
持
し
て
い
れ
ば
、

ベ
ト
ナ
ム
国
境
住
民
は
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
国

境
地
域
へ
の
入
国
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
通
行
証

に
よ
る
簡
易
出
入
国
手
続
き
の
恩
典
は
、
日
帰
り

商
人
や
荷
役
な
ど
の
商
業
活
動
を
支
え
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
へ
の
訪
問
目
的
は
、
①
親
族･

友
人

訪
問
、
②
病
気
治
療
、
③
商
売
、
④
民
族
の
伝
統

的
祭
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
の
四
つ
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
通
行
証
を
所
持
す
る

国
境
民
で
あ
っ
て
も
国
境
地
域
以
外
の
中
国
地
域

に
赴
く
場
合
、パ
ス
ポ
ー
ト
と
ビ
ザ
が
必
要
と
な
る
。

東
興
や
河
口
の
国
境
出
入
国
管
理
所
を
往
来
す

る
ヒ
ト
の
な
か
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
ヒ
ト

は
少
な
い
。
多
く
は
中
国
人
で
あ
れ
ベ
ト
ナ
ム
人

で
あ
れ
、
通
行
証
だ
け
で
出
入
国
手
続
き
を
数
秒

で
終
え
て
い
く
。
ヒ
ト
の
移
動
を
後
押
し
す
る
出

入
国
管
理
に
加
え
、
通
関
手
続
き
も
小
口
荷
物
に

つ
い
て
は
ほ
ぼ
フ
リ
ー
パ
ス
で
往
来
が
可
能
だ
。

辺
境
貿
易
で
は
国
境
ゲ
ー
ト
や
付
近
の
道
路
整
備

や
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
辺
境
貿
易
専
用
道

と
い
っ
た
ハ
ー
ド
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
重
要
と
な

る
。
一
方
、
辺
境
貿
易
制
度
や
辺
境
貿
易
の
担
い

手
た
ち
の
往
来
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
な
ど
、
商

業
を
支
え
る
ソ
フ
ト
・
イ
ン
フ
ラ
も
ま
た
、
国
境

地
域
の
交
易
を
推
進
す
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と

な
っ
て
い
る
。

一
次
産
品
が
中
心
で
あ
り
、
輸
入
は
石
油
製
品
、

鉄
鋼
、
機
械
・
設
備
な
ど
で
あ
る
。
中
越
貿
易
で

は
ベ
ト
ナ
ム
の
一
次
産
品
輸
出
、
工
業
製
品
輸
入

と
い
う
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
中
国
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

自
由
貿
易
協
定
の
実
行
で
、
中
越
貿
易
イ
ン
バ
ラ

ン
ス
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
辺
境
貿
易
の
仕
組
み

一
九
九
二
年
、
中
国
国
務
院
は
雲
南
省
河
口
、

広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
東
興
お
よ
び
凭
祥
を
含
む

全
国
の
国
境
地
域
に
陸
上
国
境
交
易
の
開
放
許
可

を
発
布
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
の

主
要
陸
上
交
易
が
正
式
に
再
開
さ
れ
、
人
と
モ
ノ

の
往
来
が
劇
的
に
活
発
に
な
っ
た
。
国
境
貿
易
は

国
境
周
辺
住
民
や
企
業
が
商
い
の
主
役
と
な
る
交

易
で
あ
り
、中
国
政
府
は
辺
境
地
域（
中
国
で「
辺

境
」
は
「
国
境
」
の
意
）
の
経
済
安
定
化
や
住
民

の
所
得
向
上
な
ど
を
目
的
に
辺
境
貿
易
を
奨
励
し

て
い
る
。
辺
境
貿
易
制
度
に
は「
辺
境
小
額
貿
易
」

と「
辺
民
互
市
貿
易
」が
あ
る
。「
辺
境
小
額
貿
易
」

は
陸
上
国
境
に
沿
っ
た
国
境
地
域
に
所
在
す
る
企

業
が
指
定
の
国
境
税
関
を
利
用
し
て
行
う
貿
易
で
、

関
税
や
関
連
諸
税
の
減
免
な
ど
優
遇
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
辺
民
互
市
貿
易
」

は
国
境
住
民
に
よ
る
小
口
貿
易
を
奨
励
す
る
も
の

で
、
国
境
線
周
辺
二
〇
キ
ロ
以
内
の
通
商
開
放
地

域
や
政
府
が
指
定
し
た
行
政
市
の
住
民
が
携
行
す

る
商
品
で
あ
れ
ば
、
限
度
額
（
輸
入
商
品
の
金
額

が
毎
日
一
人
あ
た
り
一
〇
〇
〇
元
未
満
）
を
超
え

な
い
範
囲
で
輸
入
税
と
関
連
諸
税
が
免
除
さ
れ
る

制
度
で
あ
る
。

河口国境ゲート
で通関を待つ辺
民互市貿易の荷
役。小口携行荷
物ではなく大型
のリアカーでも
通行が認められ
ていた

河口国境ゲート
で通関を待つ辺
民互市貿易の
荷役。商品はリ
ンゴ、ミカンな
どの果物
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五
七
万
ト
ン
、
道
路
輸
送
が
四
五
万
ト
ン
と
、
友

誼
関
は
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
陸
路
輸
送
貨
物

の
六
一
％
が
通
過
す
る
一
大
交
易
ゲ
ー
ト
で
あ
る
。

友
誼
関
は
日
系
企
業
に
と
っ
て
も
、
部
材
や
製

品
の
中
越
陸
路
貿
易
ル
ー
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
既
に
日
系
物
流
企
業
に
よ
る
混
載
便
や

コ
ン
テ
ナ
・
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
定
期
輸
送
も
始

ま
っ
た
。
例
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
キ
ヤ
ノ
ン

が
生
産
し
た
プ
リ
ン
タ
ー
を
華
南
市
場
向
け
に
運

び
、
華
南
か
ら
は
ハ
ノ
イ
の
日
系
企
業
向
け
に
資

材
や
部
品
を
供
給
す
る
。
華
南
と
ベ
ト
ナ
ム
北
部

間
の
産
業
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
支
え
る
物
流
ル
ー
ト
と

し
て
、
友
誼
関
ル
ー
ト
の
利
便
性
向
上
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
る
。

（
３
）　

河
口
―
ラ
オ
カ
イ

ベ
ト
ナ
ム
の
ラ
オ
カ
イ
市
と
接
す
る
河
口
鎮

（
鎮
は
日
本
の
行
政
単
位
で
は「
村
」に
相
当
す
る
）

は
雲
南
省
の
省
都
、
昆
明
市
か
ら
四
六
九
キ
ロ
に

位
置
し
、
紅
河
自
治
州
河
口
県
に
属
す
る
。
河
口

県
は
人
口

一
〇
万
人
の

行
政
区
で
市

街
区
の
河
口

鎮
は
南
渓
河

が
紅
河
に
合

流
す
る
地
点

に
築
か
れ
、

こ
れ
ら
二
つ

の
河
川
の
対

岸
は
ベ
ト
ナ

速
道
路
が
開
通
し
、
南
寧
と
ハ
ノ
イ
は
陸
路
輸
送

で
約
五
時
間
の
走
行
が
可
能
に
な
っ
た
。

友
誼
関
を
通
過
す
る
貿
易
貨
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ

輸
入
国
側
の
ト
ラ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
で
積
み
替
え

を
行
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
は
両
国

と
も
国
境
〇
キ
ロ
地
点
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
領
内

に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
立
地
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

先
へ
の
外
国
貨
物
車
両
の
進
入
は
で
き
な
い
。
ま

た
、
観
光
車
両
は
事
前
許
可
が
あ
れ
ば
中
国
側
は

凭
祥
市
内
、
ベ
ト
ナ
ム
側
は
ラ
ン
ソ
ン
市
内
ま
で

入
境
で
き
る
。
し
か
し
、
観
光
バ
ス
の
旅
客
は
国

境
地
帯
で
出
入
境
手
続
き
や
通
関
、
検
疫
の
た
め

に
下
車
す
る
必
要
が
あ
る
う
え
、
ツ
ア
ー
の
目
的

地
も
相
手
国
最
寄
市
だ
け
で
は
な
い
た
め
、
結
局

国
境
で
相
手
国
側
バ
ス
に
乗
り
換
え
る
の
が
普
通

で
あ
る
。

友
誼
関
（
鉄
道
含
む
）
の
出
入
境
者
数
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
に
は
前
年
比
二

倍
の
六
二
万
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
東
興
ゲ
ー

ト
に
比
べ
る
と
三
分
の
一
の
流
量
に
過
ぎ
な
い
。

友
誼
関
で
は
辺
民
互
市
貿
易
な
ど
の
辺
境
貿
易
が

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ヒ
ト
の
流
量

が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
友
誼
関
か
ら
三
キ
ロ
ほ

ど
離
れ
た
浦
寨
ゲ
ー
ト
が
辺
民
互
市
貿
易
の
主
力

ゲ
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
、
同
ゲ
ー
ト
の
中
国
側
に

は
主
に
農
産
物
や
工
芸
品
、
家
具
な
ど
が
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
持
ち
込
ま
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
を

囲
む
よ
う
に
ベ
ト
ナ
ム
産
品
を
売
る
商
店
が
軒
を

連
ね
て
い
る
。
友
誼
関
で
は
大
型
貨
物
や
工
業
製

品
な
ど
の
一
般
貿
易
品
が
主
に
取
り
扱
わ
れ
て
お

り
、
二
〇
〇
六
年
の
貨
物
輸
送
量
は
鉄
道
が

一
方
、
貨
物
流
量
（
二
〇
〇
六
年
）
は
一
六
万

ト
ン
（
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
貨
物
流
量
全
体

の
〇・
四
％
）
と
少
な
い
。
モ
ン
カ
イ
か
ら
ハ
ロ

ン
湾
を
経
由
し
て
ハ
ノ
イ
ま
で
は
三
六
〇
キ
ロ
で
、

乗
用
車
で
も
八
時
間
強
を
要
す
る
。
ハ
ロ
ン
湾
ま

で
の
国
道
一
八
号
線
は
狭
隘
な
山
岳
路
で
あ
り
、

道
路
状
態
は
陥
没
や
補
修
ヵ
所
が
多
く
、
近
隣
住

民
の
生
活
道
路
で
も
あ
る
た
め
交
通
量
も
多
い
。

途
中
、
コ
ン
テ
ナ
・
ト
ラ
ッ
ク
も
み
か
け
る
が
、

カ
ー
ブ
で
は
対
向
車
線
へ
の
は
み
出
し
も
あ
り
、

か
つ
追
い
越
し
車
両
と
の
衝
突
危
険
性
も
高
い
。

工
業
製
品
を
扱
う
安
定
的
な
物
流
路
と
は
い
え
ず
、

中
越
陸
上
貨
物
の
多
く
は
友
誼
関
ル
ー
ト
を
利
用

し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

（
２
）　

友
誼
関
（
凭
祥
―
ラ
ン
ソ
ン
）

歴
史
的
に
友
誼
関
は
中
越
双
方
に
と
っ
て
国
防

の
要
所
で
あ
っ
た
た
め
、
軍
の
施
設
や
砲
台
跡
な

ど
、
両
国
の
防
衛
線
の
名
残
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
友
誼
関
ゲ
ー
ト
は
凭
祥
市
街
区
の
西
南

一
八
キ
ロ
、
ベ
ト
ナ
ム
側
は
ラ
ン
ソ
ン
省
ラ
ン
ソ

ン
市
か
ら
一
五
キ
ロ
離
れ
た
山
岳
地
帯
に
位
置
す

る
。
こ
の
た
め
、
東
興
―
モ
ン
カ
イ
や
河
口
―
ラ

オ
カ
イ
と
異
な
り
、
友
誼
関
国
境
地
域
は
町
の
活

況
が
感
じ
ら
れ
ず
、
ど
こ
か
殺
伐
と
し
た
印
象
を

受
け
る
。

二
〇
〇
一
年
に
友
誼
関
と
ハ
ノ
イ
の
一
八
〇
キ

ロ
を
結
ぶ
新
国
道
一
号
線
が
開
通
し
、
所
要
時
間

は
三
時
間
に
ま
で
短
縮
さ
れ
た
。
ま
た
、

二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
南
寧
か
ら
友
誼
関
ま
で
の

一
七
九
キ
ロ
を
約
二
時
間
で
結
ぶ
完
全
高
架
の
高

河口国境ゲートで通関
を待つ辺民互市貿易の
ベトナム人荷役たち

河口国境ゲートで通関を待つ辺民互市貿易のベトナム人荷役たち
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カ
メ
ラ
、
時

計
、
化
粧
品

な
ど
の
偽
ブ

ラ
ン
ド
商
品
、

そ
し
て
未
検

疫
の
家
禽
類
、

爆
竹
、
肥
料
、

衣
類
、
偽
造

ポ
リ
マ
ー
札

（
ベ
ト
ナ
ム

通
貨
）、
タ

バ
コ
、
中
古
家
電
や
中
古
自
動
車
部
品
な
ど
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
中
国
へ
密
輸
さ

れ
た
も
の
は
、
石
炭
、
鉄
鉱
石
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽

油
、
コ
メ
の
ほ
か
、
ヘ
ロ
イ
ン
な
ど
の
禁
制
品
や

人
身
売
買
事
件
に
関
す
る
記
事
も
あ
っ
た
。
国
境

往
来
の
規
制
緩
和
は
経
済
交
流
の
活
性
化
に
不
可

欠
な
要
素
で
あ
る
一
方
、
様
々
な
社
会
問
題
の
発

生
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
と
い
っ
た
負
の
側
面

も
持
っ
て
い
る
。

中
越
経
済
の
緊
密
化
は
両
国
の
政
治
的
な
雪
解

け
を
背
景
に
目
の
前
の
実
利
を
享
受
し
あ
う
関
係

を
築
い
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
の
中
越
国
境
経

済
圏
で
は
中
国
の
開
発
ス
ピ
ー
ド
や
、
貿
易
量
が

ベ
ト
ナ
ム
を
圧
倒
し
て
い
る
。
中
越
国
境
を
訪
ね

て
み
て
、「
国
境
経
済
圏
の
発
展
」
が
必
ず
し
も

両
国
の
均
衡
の
と
れ
た
経
済
発
展
を
担
保
す
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
。

（
い
け
べ　

り
ょ
う
／
ジ
ェ
ト
ロ
広
州
事
務

所
次
長
）

河
口
と
ラ
オ
カ
イ
の
街
区
を
出
れ
ば
人
口
希
薄

な
少
数
民
族
の
集
落
が
点
在
す
る
地
域
で
あ
り
、

大
き
な
消
費
市
場
は
見
当
た
ら
な
い
。
結
局
は
中

国
側
は
昆
明
市
、
ベ
ト
ナ
ム
側
は
ハ
ノ
イ
市
ま
で

を
結
ぶ
交
易
路
の
完
成
が
待
た
れ
る
。
ハ
ノ
イ
と

昆
明
間
の
両
国
車
両
の
乗
り
入
れ
が
可
能
と
な
り
、

か
つ
良
好
な
道
路
環
境
が
整
え
ば
商
業
利
用
上
価

値
あ
る
越
境
交
通
路
が
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
。

●
最
後
に

中
越
の
国
境
経
済
圏
に
行
く
と
、
高
速
道
路
や

国
境
事
務
所
の
建
物
、
物
流
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て

国
境
隣
接
都
市
の
町
並
み
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

力
と
経
済
力
の
両
国
差
を
改
め
て
思
い
知
る
こ
と

に
な
る
。
ど
こ
を
み
て
も
中
国
の
開
発
力
が
規
模

と
ス
ピ
ー
ド
で
ベ
ト
ナ
ム
を
圧
倒
し
、
国
境
住
民

の
生
活
も
中
国
側
が
物
質
的
な
豊
か
さ
を
享
受
し

て
い
る
。
国
境
を
共
有
す
る
二
国
間
の
経
済
格
差

は
国
境
経
済
圏
に
お
い
て
、
よ
り
鮮
明
な
印
象
を

放
っ
て
い
る
の
だ
。

通
行
証
に
よ
る
ヒ
ト
の
往
来
は
ベ
ト
ナ
ム
人
の

子
供
や
女
性
を
対
象
と
し
た
人
身
売
買
や
両
国
の

不
法
就
労
者
を
増
加
さ
せ
た
一
面
も
あ
る
。
ま
た
、

辺
民
互
市
貿
易
に
よ
る
物
量
の
増
加
と
検
査
の
簡

素
化
に
よ
る
武
器
や
麻
薬
な
ど
の
禁
制
品
を
含
む

密
輸
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
。
実
際
、N

ew
s N

et 

A
sia (N

N
A

)

ベ
ト
ナ
ム
版
の
二
〇
〇
四
年
四
月

か
ら
二
〇
〇
九
年
四
月
ま
で
の
六
年
間
の
記
事
中
、

中
越
間
の
密
輸
に
関
す
る
記
事
は
八
一
件
に
の

ぼ
っ
た
。
中
国
か
ら
の
密
輸
品
は
、
計
算
機
、
エ

ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ・

ム
の
ラ
オ
カ
イ
市
で
あ
る
。
ラ
オ
カ
イ
か
ら
ハ
ノ

イ
ま
で
は
二
九
六
キ
ロ
だ
が
、
昆
河
鉄
道
で
九
時

間
、
車
で
も
一
〇
時
間
以
上
を
要
す
る
。

従
来
、
河
口
―
ラ
オ
カ
イ
の
国
境
は
南
渓
河
に

架
か
る
昆
河
鉄
道
橋
に
よ
っ
て
の
み
結
ば
れ
て
い

た
。
鉄
道
貨
物
と
車
両
、
ヒ
ト
の
往
来
が
増
加
し
、

二
〇
〇
一
年
一
月
に
は
鉄
道
橋
か
ら
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
下
流
に
車
両
と
ヒ
ト
の
専
用
橋
、
南
渓

河
公
路
大
橋
が
開
通
し
た
。
現
在
は
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
一
般
貿
易
、
辺
境
小
額
貿
易
の
ほ
か
、
自
転

車
と
リ
ア
カ
ー
に
荷
物
を
満
載
し
た
辺
民
互
市
貿

易
が
集
中
し
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

ラ
オ
カ
イ
側
の
経
済
合
作
区
で
あ
る
「K

im
 

T
hanh

（
金
成
）
貿
易
区
」
と
河
口
側
の
「
北

山
開
発
片
区
」
を
繋
ぐ
第
三
の
国
境
橋
も
完
成
し

た
。
い
ず
れ
の
経
済
区
も
商
業
セ
ン
タ
ー
、
辺
民

互
市
市
場
、
輸
出
入
検
査
場
、
物
流
配
送
セ
ン

タ
ー
、
保
税
倉
庫
、
輸
出
加
工
区
な
ど
が
設
け
ら

れ
る
予
定
だ
。

二
〇
〇
六
年
の
河
口
ゲ
ー
ト
出
入
境
者
は
延
べ

三
五
〇
万
人
に
達
し
、
雲
南
省
全
体
の
二
九
％
を

占
め
る
。
ま
た
、
貨
物
輸
送
で
は
一
八
九
万
ト
ン

と
同
省
陸
路
貿
易
貨
物
の
五
四・
七
％
が
こ
の

ゲ
ー
ト
を
利
用
し
て
お
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国

境
ゲ
ー
ト
で
あ
る
瑞
麗
と
並
ん
で
大
き
な
交
易
路

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
辺
民
互
市
貿
易
は
中
国

製
の
自
転
車
や
肥
料
、
日
用
品
、
玩
具
な
ど
を
載

せ
た
自
転
車
や
リ
ア
カ
ー
が
辺
境
貿
易
出
境
地
点

に
長
蛇
の
列
を
つ
く
っ
て
い
た
。
荷
役
は
皆
ベ
ト

ナ
ム
人
で
、
一
日
二
往
復
以
上
す
る
と
い
う
人
も

い
た
。

開通に向け最終段階にあっ
た 昆 明 － 河 口 高 速 道 路。
2008年7月時点

ラオカイ側からみた中国河口




